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	「マイコン徹底入門」のPDF原稿を無償で提供します

	
		ご注意：本企画は受付を終了いたしました。以下はお申し込み条件の確認のために掲載しております。

 



「マイコン徹底入門」は、現在出版社において、鋭意出版作業を進行中です。もっとも、書店に並ぶまでには、まだかなりの時間がかかる模様です。お待ち頂いている皆様には大変申し訳なく思いますが、今しばらくお待ち頂きたく、お願い申し上げます。

そんな中、すぐにでも開発を始めたい、参考になる資料が早く欲しいというご要望も多数頂戴いたしております。私としてもできるかぎりこのようなご要望にお応えしたいと考えました。そこで、出版社と協議の結果、本書のレビューを書いていただける場合には、現時点での原稿PDFを、無償で提供させていただくこととしました。

ご希望の方は、下記の各条件をよくお読みの上、このページ末尾の申し込みフォームからお申し込みください。



企画内容

	お申し込みいただければ、現時点での「マイコン徹底入門」の原稿のレビュー用PDFを無償で提供いたします。
	提供を受けたからといって、「マイコン徹底入門」やマイコンボードを購入する義務が発生するわけではありません。
	商用開発を行う法人に所属される方でもお申し込み可能ですし、むしろ歓迎いたします。一つの法人から複数の役職員の方がお申し込みいただいても構いません。
	レビュー用PDF原稿の提供を受けた場合には、提供の時から30日以内に、ホームページやブログに「マイコン徹底入門」のレビューを掲載してください。ホームページやブログはどの会社が提供しているものでも構いません。ホームページやブログをお持ちでない方も、無料で開設できるところばかりですので、これを機に開設してみてはいかがでしょうか。そのホームページやブログにレビュー以外の記事を掲載していただかなくても構いません。→Googleでブログを検索
	レビューの内容や長さについては特にルールを設けません。ただできればお読みになった方が「マイコン徹底入門」の特徴を把握できるものにしてください。
	レビューを掲載して頂く場合には、本文中に、このホームページのアドレス(http://miqn.net)へのリンクを含めてください。アンカーテキスト（リンク部分に表示されるテキスト）には「マイコン徹底入門」という文字を含めてください。
	レビューはできればホームページやブログに掲載していただきたいのですが、Twitterで感想を10回つぶやいてもらうということでも構いません。その場合、つぶやきの中に「マイコン徹底入門」と「http://miqn.net」という文字列を含めてください。つぶやきの長さ等について特にルールは設けませんが、同じ内容のつぶやきを繰り返すことはご遠慮ください。
	レビューを掲載した時点で、このホームページの「管理人にメールを送る」ページから、レビューを掲載したアドレスを当方までお知らせ願います。Twitterでつぶやいた場合には、10回つぶやいた時点で、Twitterユーザ名をお知らせください。
	PDFの閲覧期限が経過した時点で、まだこの企画がまだ定員に達していない場合には、再度お申し込み頂ければ、閲覧が可能になるアカウントを提供いたします。ただしその場合には、当初レビューを掲載頂いたのとは別のドメインのホームページやブログに別の内容のレビューを掲載してください。


注意事項

	ご提供する原稿は、出版社が校正や図面のトレースを行う前のものです。レビュー用原稿PDFには手書きの図面等が多く含まれていますが、実際に出版される 際には、商業出版の品質によるDTPと図面のトレースが行われます。この点についてはレビューをご覧になられる方に誤解を与えない記述として頂きますよう お願いいたします。
	本書は現在校閲等の作業中のため、提供する原稿と出版される原稿には違いが生じる場合があります。
	提供はご要望が多い場合には募集人数を増やすことも検討いたしますが、現時点では、その予定はありません。
	「マイコン徹底入門」が発売されて以降もこの企画を継続するかどうかは未定ですが、おそらくは中止します。
	提供する PDF原稿はDRM処理が施されており、提供の時より90日間のみ閲覧が可能です。最初に閲覧をしたPC以外でも読むことができません。閲覧には 「Haihaisoft PDF Reader」が必要となります。下記アドレスから無償でダウンロード可能です。Haihaisoft PDF Readerの動作可能環境がWindowsのみですので、Mac OS、Linux等ではご覧いただけません。


Haihaisoft PDF Reader

http://xdrm.media-drm.com/PDF_Reader.aspx

	Haihaisoft PDF Readerはインターネット経由で権限の認証を行いますので、オフライン環境ではレビュー用PDFを読めません。出版前原稿であることから文章のコピー・印刷も制限させていただいております。ご不便をおかけしますが、ご了承願います。
	SNS等閲覧できる方に制限があるページへの掲載や他人のホームページやブログへのコメントとしての掲載はご遠慮願います。
	提供するレビュー用PDFの閲覧はお申し込みを頂いた方のみに限らせて頂きます。その他の方による閲覧はご遠慮ください。
	提供したレビュー用PDFの何らかの手段による複製・公衆送信、光学的手段による撮影・スキャン、電子的手段によるキャプチャは厳に禁止されます。これらの行為によって出版計画に影響が出る自体となった場合には、発生した損害を補償して頂きます。


申し込み方法

	レビュー用PDFの提供をご希望の方は、下記のフォームに必要事項を記載して、送信してください。追って封書にて、PDFのダウンロード方法と、ID・パスワードをお知らせいたします。
	お知らせいただいた個人情報は、レビューを行っていただく方の把握と「マイコン徹底入門」が発売されたときのお知らせ、その他所要事項の御連絡のためにのみ使用します。第三者に提供したり、商品・サービス等の宣伝を行ったりすることはありません。
	お申し込み時の氏名は本名を御記載ください。定住外国人の方は通称名でも構いません。封書の宛名に使用しますので、配達が可能なお名前でお知らせ願います。送付先は日本国内に限らせていただきます。
	記載いただく住所はお勤め先でも構いません。
	メールアドレスはいわゆるフリーメールでも構いませんが、ネットワークの状況によっては、連絡用のメールが到達しない場合があります。
	ID・パスワード共に英数5～8文字(記号不可)でご指定ください。大文字小文字は区別されます。既存のものとの重複やシステム上の都合によりご希望のものから変更される場合があります。
	お申し込みから2週間経過しても、封書が届かない場合には、「管理人にメールを送る」ページからその旨を御連絡願います。
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管理人の紹介
			このサイトはIT・システム開発の損害賠償・瑕疵担保等を扱う大阪の弁護士川内康雄が管理しています。
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